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八重山古典民謡 仙台公演

や い ま 旅果報 ぬ 願 い

古くから､ 日 々 の 象らしの中で ､ 四季折々 の 敬や踊りが育まれてきた 八 重山 の 島々 ｡

その むかし､ 人頭税 ( に んとうぜ い) や卑官の 納 め具合 ､ 人 口 の 増減 などを調査するため に ､

八 重山 の 各島々 を回 っ た役 人が おり､ その 後人 たちの こ とを ｢ 乳ま ぁ
- る ( うや まぁ ー る) ｣ と呼びました｡

親ま ぁ - るの 一

行が ､ まわるル
ー トは決 ま っ て おり､ それらはうたにも乾されて い ます｡

本公 演で は ､ 会場にお超 しの 幹線に ､ 八 重山 の 情景に思 い を馳せ て い ただ き､

しばし､ 執ま ぁ
- ると共に ､ 島めぐりをしながら､ 歌や踊りをお届 けします｡

出演者

唄 三線:東京人 重山 寺典民謡保存会
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笛: 琉球せ典音楽安富祖流笛
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目演

どぅ なんとう ばら
- ま ･ とう ぐる岳

で い らぶ で い

しょ んかね 一 節
ちょうが節 ･ 波照間ぬ島節
揚古見ぬ浦節
古見ぬ 浦節
鳩間節( 正) 鳩間節(早)

く い ぬ ばな節
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嘉利音節 ･ 海上節(早)
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引逸 し節
藷見里節
胡蝶 の舞(伊集早作田節 ･

胡蝶の 唄)
とう ばら - ま

今泉報ぬ 願 い (今泉報ぬ 願 い ･ 由保節(早) )
弥勧節 ･ やらよう節
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